
－環境指標-エアロゾル-が夜空の明るさへ与える影響 

【東筑紫学園高等学校 理科部】 

１.はじめに 

 市街地では、星を綺麗に見ることができない。この光害に関

心を持ち、夜空の明るさの研究を開始した。大気中浮遊物質(エ

アロゾル)の増加に伴って夜空は明るくなる。これまで、夜空の

明るさと環境指標の観測地は離れた場所で行っていた。しかし

今回、福岡県環境部の協力の元、大気環境測定車を用いて夜空

の明るさのデータと環境指標の同地点での観測、及び山間部で

の観測ができるようになり、比較・考察を行った。 

２.観測機器 

図１のスカイクォリティーメーター（ＳＱＭ－

ＬＥ）を用いて観測を行った。この原理は、視野

角 20°の円錐形の１／２(10°)をスキャニング

し、光子をカウントする。これを平方秒角あたり

の等級[mag/□″]で数値化する。 

 

 

 

これまで夜空の明るさと環境指標を同地点で比較することは

できていなかった。また、山間部には測定所がなく、環境指標

のデータが手に入らなかった。 

 そこで、市街地の学校と山間部

の平尾台で環境指標及び夜空の明

るさを同地点で測定し、比較しよ

うと考えた。観測期間は新月であ

る９月30日から10月４日の間で

NOx,SOx,Ox,SPMおよび夜空の明る

さを測定した。大気環境測定車

(図２)を福岡県環境部の方が設置

し、我々が車の屋根にＳＱＭ-ＬＥを設置した。 
 

 

図３は 10 月３日に平尾台で観測した結果である。日没後の

19時から２時までは夜空が徐々に暗くなっている。これは、人

間の活動量（光源の数）の減少、つまり経時変化によるもので

ある。しかし、２時以降NOxとSPMが増加したため、これらが

街灯やマンションの明かりなどの地表の光を乱反射させ、夜空

を明るくしたと考えられる。以上のことから、夜空の明るさは

これまで相関を得られなかった。NOx などの影響も大きく受け

ている事が分かった。山間部でもやはり環境指標（エアロゾル）

の影響を受け、夜空が明るくなっていることが分かった。 

３－３.近隣の測定所との比較 

 これまで山の空気は

澄んでいるという良い

イメージを抱いていた

が、平尾台での観測結

果から山間部でも大気

中にエアロゾルが多く

含まれていた。 この発

生原因を調べるため、

北九州市内の測定所と

学校・平尾台の環境指

標のデータを比較した。 

平尾台と曽根・企救丘観測局

のNOx値を比較したが相関は得

られなかった(図５)。２時に平

尾台のNOxが急増している。そ

の日の平尾台の風向は東または

南東で、17 時から５時までの平

均風速は0.8 m/s であった。こ

れより、平尾台の東に位置する苅田のセメント工場（24時間

稼働）や石炭火力発電所の排煙が原因だと考えた。夕方までに

工場・発電所で排出された煙が、９km 程離れた平尾台の大気に

影響を与えるには単純計算で３時間程かかることになる。１時

以前に平尾台で測定された大気は、紫外線の影響でNOxがOx

に変化したため、NOx値が小さくOx値が大きくなっていたと

考えられる。 

４.光害公式の再考察 

 2015年にこれまで光害の影響が大きい、小さいという曖昧な

表現であった光害を数値化しようと考えた。そこで専門家の

方々からアドバイスをいただき、以下の光害公式を考案した。 

  

 

これまで光害公式においては、環境要因は夜空の明るさ（b）

や経時変化率（r）で表現できていると考えていた。しかし、大

気環境測定車を利用した観測の結果、学校では光害指数が 60

程、平尾台では0.3程度変化し、学校での変化が大きい。この

問題を解決するために、環境指標毎に補正値を設定する必要が

ある。この具体的な補正値

については、今後も研究を

続けていく。 
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